





















1. 対象 ：A病院整形外科病棟スタッフ 30
名





















































適切 20名（100%）、小さい0名 （0 %) 
で、あった。
③説明にかかった時間は、 5分未満0名





(10%）、適切 18名（90%）、短い0名（0 %) 
であった。
⑤イラス ト・ 写真の必要性は必要 19名
(95%）、不要1名（5 %）で、あった。
⑥説明の順序が適切かは、適切 19名
(95%）、不適切 1名 （5 %）であった。
⑦内容の過不足は、













































































11号， p.37 40, 2007. 
4）中村悦子，金子史代，清水みどり：看護
師の患者指導の機能に関する研究，新潟青陵





















































• 10時,i,より＂＇お 鵠1'lのた＂の無＂をします ．それまで亡、パジツorタトの'Fl!Iま揖ぎ、
震前こmaえておいて下さ叫曙←；；1aの手術の方は8句頃tニ点哀をし，，.，す
・3単主主ストシキングQI;認な1.lt弘信潔WI＠を行う≪，巳車底El.,草w血韮む窓Uておパ



































苧街8路； 昆 8 118 So 分予定4
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,t;苦情酔は医師と容車認で実詣レます．， '~-' it" 
幽 w:1－肩関前雲路憾なp・，40;;,
・ストレr/7？ーのよで配制、 エコー壱踊~関節、ま.. .- 立 Jl 
－ます信吉跨Uてを玉名叫．聖霊のタ予髄とあ畠得倍Eエコ”で認~レ、郵宮Z司レて蹄E与をしま？
す.' 


















・ 1量諮2. 異景品入れの縫主主必すζ1!,'.$，の~I:預i1ておいて下吉も，. ζ罫~/j；臣告れない
Jg畠l謹告義的がお殻／＇）＇りしま宮.•' 
－手!ti蜜に音量撃のI!,え2喜怒るりミ王宮んので‘務室i1デイ）む句ムでお誇5下寄り，d
今券会 おき妥努最終 季3
～手編態－・
珍事録後I;置f苦手で搭霊r.:Y:つま宮笥議口忠、もの管i;cどが入コて身＂；）てくること絞めOま
亨，ぜ
•1\iilt鑓!lなηればトイt,跨はi,;砲子軍憶となO百Eす． ジ
・il，虫、態的畢陣立慰霊草窓口れは紋議1宅認です．手｛詰の穏T符：rolJC：よってi払手穏当SC
E苦坊主著提供で習ないお書があ静ますのて、正予雲母活躍怒震の滋罰苦お霊長いします．や
以上の滋a§で主きからないことがあれば、 e
図3,4, 5, 6，修正後のパンフレット（足疾患、用）
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